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なく、5月以来6カ月に及ぶ長丁場での彼らの熱い情

熱と真摯な努力の結果に他ならない。

同コンテストの要項は5月に発表され、内容は昨年

度と同様、テーマは「未利用資源のコンクリートへの

有効利用」で、エントリーチームは外国からの参加も

含め53チームに上った。8月の予選供試体の発送、9

月の予選の結果上位15チームが選ばれ、11月の本戦

となった。

本選は去る11月16日、横浜市の大成建設（株）技

術研究所において予選通過15大学で競われ、小野研

究室チームは昨年に引き続き非常に厳しい戦いを突

破、栄えある連続優勝を勝ち取った。同コンテストは

産業廃棄物などの未利用資源の有効活用と強度を、

（A）資源の活用性ポイントと（B）高強度性ポイント

の合計ポイントを競うもので、小野研究室チームは

廃棄物を利用しながら非常に高い強度「高強度

211.5N/mm2」を得て優勝。2位は佐賀大学、3位は韓

国・忠南大学だった。

「最近の若者達の心の問題」で
学生相談室の桐山助教授が講演

大学教育研究センターFD部会の主催で、講師に学

生相談室の桐山雅子助教授を迎え「最近の若者達の

心の問題」と題する講演会が12月13日開かれた。会

場となったリサーチセンター大会議室には 100人近

い教職員がつめかけ満員となった。講演に先立ち、飯

吉厚夫学長が講師紹介とこの講演会の持つ意義につ

いてあいさつを行った。

桐山助教授は講演の中でまず、現在の大学生の抱

えている問題点をいくつかの角度から取り上げて具

体例を示しながら分析し、その根幹に学生を取り巻

く社会的環境、とりわけ家庭環境に問題があるとし

た。大学生といえば、かつては一人前の大人と見られ

ていたものが、知的能力は上がってはいるが、社会性

や自分らしさが育っていないことが指摘された。

そして、相談室から見た心の問題として、情緒が

育っていないこと、実体験の乏しさ、要するに無駄を

体験していないこと、コミュニケーション能力の低

下、4年生になってもやりたいことが見つからないな

ど将来像が描けないこと等を挙げた。

最後に、学生を理解するための教職員の問題意識

として、学生とつきあうのにマニュアルは無いこと、

学生の立場に立つこと、様々な問題で知らないこと

や未体験のことについては教えることが必要なこと、

信じて接していれば時間はかかるが必ず輝いてくる

こと、学生がすごい力を持っていることをこの大学

で教えられたこと、教職員を交えての飲み会や合宿

のような行事が学生の発達促進に役立つこと、など

を明らかにし、講演を終えた。

この後の質疑応答で、欠席学生の対策にもっと組

織的に取り組むべきだとか、教員へのカウンセリン

グシステムを確立すべきだ、などの意見が出された。

TLOの一環として
中小企業家同友会と
大学初の交流会を開催

全国約4万社の中小企業経営者で組織する中小企

業家同友会名古屋支部（2,200社）の幹部との交流会
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